
岩住社長が立ち上げたNOTO rebornプロジェクト
リボーン

M e m o

1．手前の盤に「能登のいも」を並べると円形の回転部が一粒ずつ拾い上げ、包装紙
で包んで両端を自動でひねり仕上げる。この包装機は60年近く使用している 2．包
餡機から出てきた生地を成型 3．オーブンで焼き上げる 4．焼き上がるとニッキの
さわやかな甘い香りが。人の目でチェックしながら木箱に移し冷ます 5．箱詰め 
6．能登町の珠洲道路沿いにある店舗と工場

〈次回10月3回〉じわもーる 583円（税込） 
いわずみ 能登のいも 5個

伝統を守りつつ新たな挑戦

　いも菓子は昔から奥能登の和菓子屋で作られていました。
白餡を包んだ生地を丸めてニッキをまぶし、串に刺して焼い
た、いもの形をしたお菓子です。さつまいもは使われていませ
んでしたが、その形から「いも菓子」と呼ばれていました。
　いわずみでも約60年前に能登町出身の初代が宇出津で和
菓子屋を始めた頃から、店頭で販売していました。息子の岩住
武広さんは店を継ぐため、大学卒業後、東京の有名和菓子店
で5年間修業し、一流の和菓子職人だけが務められる餡場長
にまでなりました。「あんこには自信があった」と話す武広さ
んは、いも菓子をさらにしっとりした食感にしようと、白餡に
さつまいもを加えて試行錯誤を重ねました。白餡とさつまい
もの最適なバランスを探り当て生まれたのが現在の「能登の
いも」です。

おみやげやお茶菓子として愛されている能登の銘菓「能登のいも」。いもを模したかわいい形とニッキの効いたや

さしい甘みに癒やされます。地震と豪雨を経て復興に向かう株式会社いわずみの今を取材してきました。

岩住社長は、地震被害が甚大な能登地域の復興支援のため、プロジェク
トを発足させました。地元産の原材料を使った選りすぐりの商品を販売
し、その売り上げの一部を復興支援に充てるのです。
お菓子に限らず、海産物や調味料なども視野に入れており、全国に賛同
メーカーを募っています。

1cm角のさつまいもをカリッと揚げ、能登の塩が効い
たキャラメルでコーティングし、仕上げにシナモンを
ひとふりした、かわいいお菓子。製造は宮崎県のメー
カーで、販売者がいわずみとなっています。
県内の道の駅、空港などで販売しています。

第１号は「能登のキャラいも」 意外な組み合わせ！？
コーヒーと「能登のいも」

　工場内には焼きたてのニッキの香りが広がり、いも菓子が
次々と作られていました。生地と餡を包餡機で成型し、余分な
粉を払ってからニッキをまぶし、オーブンで焼き上げます。ニッ
キは焼く前にまぶすことで生地にしっかりと付き、焼くと香り
が一層引き立つそうです。焼き上がったいも菓子は冷ました後
に1つずつ包装機でひねり包みにします。生地は薄力粉に卵と
マーガリンなどを入れて混ぜます。餡は、白インゲン豆から
作った白餡にさつまいものペーストを加え、糸昆布を入れて練
り上げます。「さつまいもは自社の畑で作っていましたが、去年
は地震と豪雨で手が回らず、今はスギヨファームから能登金時
を調達しています。卵も以前は能登産を使っていましたが、今
は高岡から仕入れています」。「能登のいも」と名乗る以上はで
きる限り能登の素材を使いたい。これが社長のこだわりです。
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　能登半島地震では、工場内で地割れや隆起によって大きな被害を受け、多くの
ものが壊れました。2024年3月にようやく「能登のいも」の生産だけは再開でき
たものの、9月の豪雨で工場や事務所、売店などがすべて浸水し、振り出しに戻っ
てしまいました。15年ほど前に始め、震災前には主力商品となっていたワッフル
は、人手が減り工場での製造再開のめどが立っていません。「今は、いも菓子だけ
をなんとか製造している状態です。おかげさまで復興支援企画で取り上げられる
ことが増え、いも菓子の売り上げは震災前の2倍にもなっていて、そこは本当にあ
りがたい限りです」。工場の壁に貼られた製造計画表には、全国の生協の名前が
並んでいました。
　「能登には立ち直れていないところがたくさんあります。本当は能登まで来てほ
しいのですが…。能登にこうした大きな災害があったということを忘れないでほ
しいという思いが一番強いです。少しでも能登の復興に、という思いで買っていた
だければありがたいなと思っています」。

震災・豪雨を越えて
「能登のいも」再生の道 能登への愛が生んだ

「iWAFFLE」
2007年の能登地震以降、観光客が減り、「能

登のいも」の売り上げが減少。「守るべきもの

は『能登のいも』ではなく、能登であり、そこに

住む人や文化である」と気付いた岩住社長は

2009年に「自分が自信を持って売れる新商

品」として、初めて口にした時の感動が忘れら

れないベルギーワッフルを選びました。能登

の食材を加え、実演販売のできるワッフル店

として展開していこうと、試作を繰り返し、1年

後に完成。その後、「iWAFFLE」というブラン

ドも確立。変化を恐れず、

挑戦してきた結果です。
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株式会社いわずみ
代表取締役社長 岩住 武広さん
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私はコーヒーと合わせるのが
一番です。シナモンはコー
ヒーと相性がいいですから。

あん   ば  ちょう

あん

iWAFFLE cafe 内灘店

内灘町白帆台1丁目428
076-254-5111
OPEN 10時～18時
CLOSE Instagramで
　　　 ご確認ください

21 とらいあんぐる　2025.10月号 ※商品の取り扱い状況、パッケージデザイン、次回企画、価格は、変更になる場合もありますのでご了承ください。


